
１★★

$'6%&�であるから

　　　　　　  △$%( △'%(　�……�①

%'6()�であるから

　　　　　　  △'%( △'%)　�……�②

①，②より　  △$%( △'%)　……�③

$%6'&�であるから

　　　　　　  △'%) △'$)　�……�④

③，④より　  △$%( △'$)

したがって，�$%(�と面積の等しい三角形は

　　　　�'%(，�'%)，�'$)

２★★

$

% &

'
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'�を通り�$&�に平行に引いた直線と半直線�%&�の交点

を�3�とする。

このとき，四角形�$%&'�の面積と�△$%3�の面積は等

しくなる。

このことを確かめる｡

$&6'3�から　　　△'$& △3$&

この両辺に�△$%&�の面積を加えると

　　　　　△'$&�△$%& △3$&�△$%&

すなわち　　� 
四角形�$%&'�の面積  △$%3

したがって，'�を通り�$&�に平行に引いた直線と半直線�%&�の交点を�3�とすればよい。

３★★

���　辺�%&�が最も大きい辺であるから，最も大きい角は　�$

���　辺�&$�が最も小さい辺であるから，最も小さい角は　�%

���　　　　�& ��������� 
����

　　　　　　��� ���

　よって，�&�が最も大きい角であるから，最も大きい辺は　辺�$%

���　　　　�% ��������� 
����

　　　　　　��� ���

　よって，�$�が最も小さい角であるから，最も小さい辺は　辺�%&

４★★★

���　 ���  �，��� ���であるから， ��� ��������は成り立つ。

　よって，��辺の長さが���FP，��FP，���FP�である三角形は存在する。

���　 ����  �，���� ���であるから， ���� ��������の

　 ���� ���が成り立たない。

　よって，��辺の長さが����FP，��FP，��FP�である三角形は存在しない。

���　 ���  �，��� ���であるから， ��� ��������の

　�������が成り立たない。

　よって，��辺の長さが���FP，��FP，���FP�である三角形は存在しない。

���　 ���  �，��� ���であるから， ��� ��������は成り立つ。

　よって，��辺の長さが���FP，��FP，���FP�である三角形は存在する。

５★★★

$

% ' &

線分�$'�は��$�の二等分線であるから

　　　　　　��%$' �'$&　　　���……��①

△$'&�において，内角と外角の関係から

　　　　　　��$'% �&��'$&　……��②

①，②�から　�$'% �&��%$'

よって　　　��$'%!�%$'

したがって，△$%'�において，辺と角の大小関係から

　　　　　　$%!%'　W

１

$%6'&�であるから

　　　　　�△$&( △$'(　……��①

$&6()�であるから

　　　　　�△$&( △$&)　�……��②

$'6%&�であるから

　　　　　�△$&) △'&)

②�から　　△$&( △'&)　�……��③

①，②，③�から，△$&(�と面積の等しい三角形は

　　　　　�△$'(，△$&)，△'&)

２

$

% &

'

3

点�$�を通り，対角線�'%�に平行な直線

を引き，辺�&%�の延長との交点を�3�とす

る。

このとき，$36'%�であるから

　　　�'%$ �'%3

　　　�'3& �'%&��'%3

　　　　　　 �'%&��'%$

よって，�'3&�の面積は四角形�$%&'�

の面積に等しい。

したがって，上のような方法で点�3�の位置をとればよい。

３

���　辺�$%�が最も大きい辺であるから，最も大きい角は　　　�&

���　辺�&$�が最も小さい辺であるから，最も小さい角は　　　�%

���　  �& ����� � 
���� ���  ���

　よって，�%�が最も大きい角であるから，最も大きい辺は　　辺�&$

���　  �$ ����� � 
���� ���  ���

　よって，�$�が最も小さい角であるから，最も小さい辺は　　辺�%&

４

���　���，����で，���!��であるから，��FP，��FP，��FP�を���辺の長さとする三

　角形は存在する。

���　�����で，�������であるから，���FP，��FP，��FP�を���辺の長さとする三角形

　は存在しない。

���　����，�����で，��� ���であるから，��FP，��FP，���FP�を���辺の長さとす

　る三角形は存在しない。

���　����，�����で，���!���であるから，��FP，���FP，��FP�を���辺の長さとする

　三角形は存在する。

５

$%!$&�であるから　　�&!�%

また　　　�$3% �&��3$&!�&

よって　　�$3%!�%

ゆえに，△$%3�において　　$%!$3
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１

$'6%&�であるから

　　　　　　△*)' △*('

よって　　　△$(*�△*)' △$(*�△*('

　　　　　　　　　　　　　��� △$('

　　　　　　　　　　　　　��� 
�

�
����

　　　　　　　　　　　　　��� ���� 

�FP

２

辺�$'�を底辺と考えたとき，平行四辺形�$%&'�と�△$'3�の高さは等しい。

よって　△$'3 
�

�
���

　　　　　　　�� ���� 

�FP

また，34 '4�であるから

　　　　△$34 △$'4

よって　△$34 
�

�
△$'3

　　　　　　　�� 
�

�
���

　　　　　　　�� ���� 

�FP

３

�ア�　%&)

�イ�　$)'

�ウ�　'()

４

$&6()�より　△$&) △$&(　……�①

$(6'&�より���△$'( △$&(

$'6)&�より���△&') △$&)　……�②

①，②�より　　△&') △$&(

よって，△$&(�と面積が等しい三角形は

　　　　　　△$&)，△$'(，△&')

５

���　'(6$&�より

　　　　　△$'( △&'(

　△$'(�と�△&'(�からそれぞれ�△)'(�を除くと

　　　　　△$') △&()

���　△$'(�と�△&'(�にそれぞれ�△'%(�を加えると

　　　　　△$%( △&'%

６

$

% &0 3

4

$�と�3�を線分で結び，0�を通って，3$�に平行な直線を

引いて，辺�$%�との交点を�4�とすればよい。

�　$3640�であるから

　　　　　　△340 △$40

　両辺に�△4%0�を加えると

　　　　　　△34% △$%0

　%0 0&�より，△$%0�は�△$%&�の面積の半分である。

　よって，直線�34�は�△$%&�の面積を���等分する。　W

７

��辺の長さが�[，�，��である三角形が存在するための条件は

　　　　　　 ��� �[����　　　すなわち　　��[���

８

△$%3�において，�$%3 ����であるから　　�$3%��$%3

ゆえに　　$%�$3

また��$&3����，�$3& �$%3��3$% �����3$%!����であるから

　　　　　�$&3��$3&

ゆえに　　$3�$&

よって　　$%�$3�$&

１

線分�%(�は平行四辺形�$%)(�の面積を���等分するから

　　　　　　△$%( △(%)　�……�①

$(6%&�であるから　　△$%( △$&(　�……�②

(+6'&�であるから　　△'(+ △&(+

この両辺に��$+(�を加えると

　　　　　　△$+' △$&(　……�③

①，②，③�から，△$%(�と面積が等しい三角形は

　　　　　　△(%)，△$&(，△$+'

２

'$

(

)

% & 4

3%�と�'�を結ぶ。

%36&'�であるから

　　　　　　△%') △3')

$'6%4�であるから

　　　　　　△%'( △4'(

よって

　���△%')�△%'( △3')�△4'(

この両辺から�△'()�の面積をひくと

　　　　　　△%() △'34

したがって，△'34�の面積は　��� �FP

U　点�(�が辺�$'�の中点，点�)�が辺�'&�の���等分点のうちの���点である必要はない。

３

$

% &

'

3

+

.

�　3�を通り，$%�に垂直な直線と�$%，&'�との交点

　をそれぞれ�+，.�とすると

　　　　　△3$%�△3&'

　　　　 
�

�
$%�3+�

�

�
$%�3.

　　　　 
�

�
$%��3+ 
�3.

　　　　 
�

�
$%�+.

　　　　 
�

�
>$%&'　　W

４

$

% &

'
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�　$%6&)�であるから

　　　　　△%)& △$)&

　この両辺から共通の�△(&)�をひいて

　　　　　△%)( △$(&　……�①

　$'6(&�であるから

　　　　　△$(& △'(&　……�②

　①，②�から　　△%)( △'(&　　W
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５

$
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0

$�と�3�を線分で結び，0�を通って，3$�に平行な直線を

引いて，辺�$%�との交点を�4�とすればよい。

�　$3640�であるから

　　　　　　△340 △$40

　両辺に�△4%0�を加えると

　　　　　　四角形�34%0 △$%0

　%0 0&�より，△$%0�は�△$%&�の面積の半分で

　ある。

　よって，折れ線�034�は�△$%&�の面積を���等分する。　W

６

$

% &

3

'

&�を通り�$3�に平行に引いた直線と辺�$%�の交点を�'�と

する。

このとき，四角形�%&3'�の面積と�△$%&�の面積は等し

くなる。

このことを確かめる。

$36'&�から

　　　　　　△$'& △3'&

この両辺に�△'%&�の面積を加えると

　　　　　　△$'&�△'%& △3'&�△'%&

すなわち　　△$%& � 
四角形�%&3'�の面積

したがって，&�を通り�$3�に平行に引いた直線と辺�$%�の交点を�'�とすればよい。

７

$

% &

3

0

4

&�を通り�30�に平行に引いた直線と辺�$%�の交点を�4�と

する。

このとき，線分�34�は�△$%&�の面積を���等分する。

このことを確かめる。

306&4�より

　　　　　　△30& △304

であるから

　　　　　　△$&0 △$34

△$&0�の面積は�△$%&�の面積の�
�

�
�であるから，△$34�の面積も�△$%&�の面積の

�

�
�となる。

したがって，&�を通り�30�に平行に引いた直線と辺�$%�の交点を�4�とすればよい。

８

△3$%�の���辺の関係から　　$3�%3!$%　……�①

同様に，△3%&�について　　�%3�&3!%&　�……�②

　　　　△3&$�について　　&3�$3!&$　……�③

①，②，③�の辺々を加えると

　　　　　　�$3 
�%3 ��%3 
�&3 ��&3 
�$3 !$%�%&�&$

すなわち　　��$3�%3 
�&3 !$%�%&�&$

１

�　$'6)&�から　���△'&) △$&)　……�①

　　　%(6)&�から　　△(&) △%&)　�……�②

　①，②�の辺々をたして

　　　　　　　　△'&)�△(&) △$%&　……�③

　また，$'6%(�から�△'%( △$%(�で，共通の�△&%(�をひいて

　　　　　　　　△'(& △$%&　……�④

　③，④�の辺々をたして　　△'() �△$%&

　よって，△'()�の面積は�△$%&�の面積の���倍である。W

２

①　$�を通る�%)�と平行な直線をひく。　　②　△$%)�と等しい面積の三角形をかく。
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$ %
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$

③　同様にして，面積の等しい三角形をかく。

&

' (
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&

' (

３

&�を通り�%'�に平行に引いた直線と直線�34�との交点を�(�とする。

このとき，△%&' △%('�であるから，この土地の面積は，折れ線�$�%�(�によって

���等分される。

次に，%�を通り�$(�に平行に引いた直線と直線�34�との交点を�)�とする。

このとき，△$%( △$)(�であるから，この土地の面積は，直線�$)�によって���等分

3 ' 4

$

%

&

) (
される。

よって，上のような点�)�をとり直線�$)�を引けばよいか

ら，右の図のようになる。

４

���　�F�

���　$'61&�であるから

　　　　　　　△$1% △'1%

　この両辺から�△01%�の面積をひくと

　　　　　　　△$01 △'0%　……��①

$ '

1 % &3

0

　ここで，'�を通り�$%�に平行な直線を考える。

　$'�%&�であるから，この直線は線分�%&�と交わり，

　その交点を�3�とする。

　$%6'3�であるから

　　　　　　　△'0% △0%3　……��②

　①，②�から

　　　　　　　△$01 △0%3　……��③

　また，　　　△0%& △0%3�△03&

　　　　　　　　　　��!△0%3

　であるから，③�より

　　　　　　　△$01�△0%&

　以上から，�F��が正しいことが証明された。

５

$

% &

3

4大
大

小

小

��点�%，4�を線分で結ぶ。

�$34�の内角と外角の性質から，�%34�は鈍角である。

よって，�3%4��%34�であるから

　　　　　34�%4　……�①

�$%4�の内角と外角の性質から，�%4&�は鈍角である。

よって，�%&4��%4&�であるから

　　　　　%4�%&　……�②

①，②�より　���34�%&　W

６

$

% &

3 '

線分�%3�の延長と辺�$&�の交点を�'�とする。

�$%'�において

　　　　　$%�$'!3%�3'　……�①

�'3&�において

　　　　　'&�3'!3&　　　　……�②

①，②�から

　　　�$% 
�$' ��'& 
�3' !�3% 
�3' �3&

よって　　$%�$&!3%�3&

７

$

% &3

小大

小 大

���　�　$%!$&�ならば　　�&!�%　……�①

　△$3&�の内角と外角の性質から

　　　　　　　　　��$3% �&��3$&

　したがって　　　��$3%!�&　　……�②

　①，②�より　　　�$3%!�%

　よって，△$%3�において，辺と角の大小関係から

　　　　　　　　　　　$%!$3　　W

���　�　△$%3�において　　$3�$%�%3　　……�③

　　　　　△$3&�において　　$3�&$�3&　　�……�④

　③，④�の辺々をたして　　�$3�$%��%3�3&��&$

　すなわち　　　　　　　　��$3�$%�%&�&$　　W
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８

$

% &

'

3

%$�の�$�を越える延長上に，$& $'�となるように点�'�をとる。

△3$&�と�△3$'�において

　　　$& $'，3$�は共通，�3$& �3$'

よって　　　�△3$&�△3$'

したがって　　　3& 3'

また　　　$%�$& $%�$' %'

△%'3�において，%'�%3�3'�であるから

　　　　　$%�$&�3%�3&
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